
救済制度におけるフローチャート（案）

対象者

石綿肺あり又は石
綿肺の可能性あり

救済
（医療費＋療養手当）

石綿肺の確からしさの
確認

救済に相当する著しい
呼吸機能障害の有無

の確認
○著しい呼吸機能障害を伴うことの証明
・呼吸機能検査結果 等

「著しい呼吸機能障害」あり

・「著しい呼吸機能障害」の範囲をどう考える
か。
・基準値（評価の際に参照する健康者の値）
をどう設定するか。
・閉塞性換気障害の取扱いをどうするか。

大量の石綿へのばく露
の確認

○大量の石綿へのばく露の確認
・過去のばく露（作業）歴
・医学的資料（石綿小体数等）

・大陰影の取扱いをどうするか。

・職業性ばく露（例；一人親方）が基本であるが、職業
性ばく露が明らかでない人について、どのように確認
を行うのか。

①肺線維化が生じていることの証明
・胸部画像
・胸部単純エックス線写真
・胸部ＣＴ写真（できればＨＲＣＴ）

②鑑別診断に資する情報
・臨床経過に関する情報
・時期の異なる複数の胸部画像
・その他（喫煙歴、肺線維症を引き起こす
他の要因の有無等）

資料３


